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Q2 新しい標準服はブレザータイプですか？ 

○A  具体的な形状はまだ検討中ですが、全国的

にブレザータイプを採用する学校や自治体が

多いです。着脱が簡単にできることや、スカ

ートとスラックスを組み合わせやすいことが

メリットです。様々な標準服の良さを調べ、

可能性を探っているところです。 

 

Q3 小学校と中学校の標準服は統一されます

か？ 

○A  小学校と中学校で標準服を統一することで、

１年生～９年生の間は、体型にあわせて、好

きな時期（学年）に購入できることや、児童生

徒の「いまみや小中一貫校」への帰属意識を

高めることを目的として、小中学校統一した

標準服にする方向で検討しています。 

 

Q4 新しい標準服は、いつから導入される予定で

すか？ 

○A  令和 7 年度の入学生からの導入をめざしま

すが、数年の移行期間（未定）を設け、おさが

りや新しい標準服への移行に際して発生する

と予想される諸問題に対応します。スケジュ

ールについては、決まり次第ご連絡します。 

 

Q5 新しい標準服の改定の基準はどのようなもの

ですか？ 

○A ▪男女の性差をできるだけなくしたもの 

▪組み合わせを児童生徒が選択できるもの 

  ▪暑さや寒さに対応するため、体温調整しやす

いもの。着脱がしやすいもの 

  ▪できるだけ価格は安く、耐久性があるもの 

  ▪自宅で洗濯できるもの 

  ▪近隣校と区別できるもの 

などです。 

 

 はじめに  

自然環境の変化、機能性の向上及び価値観の多

様性などの課題への対応が求められる現代社会に

おいて、全国的にも大阪市全体的にも標準服の見

直しが進んでいます。 

 本校の標準服において、中学校では長年にわた

り、詰襟学生服、セーラー服を使用してきました。

特にセーラー服は、個別最適な体温調整が容易に

できる仕様ではなく課題となっています。詰襟学

生服は、襟元が窮屈であるとの声があがっていま

す。また、小学校についても、一貫校としてスタ

ートして以来、上のブレザーは共通であるものの、

下は半ズボンかスカートとなっています。現状を

見ると、多くの児童が紺色のハーフパンツ（体操

服）を着用しているようです。 

中学校では、社会の情勢に合わせて校則の見直

しを全面的に行い、昨年度（令和５年度）より運

用を開始しています。 

 このようなことを踏まえ、誰もが過ごしやすい

学校づくりに向けた検討を、今年度１０周年を迎

える『いまみや小中一貫校』全体として、早急に

開始する必要があると考えました。 

 本校に携わるすべての方々へ、ご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 検討状況のお知らせ  

 

Q１ 新しい標準服のデザインは、どのような流れ

で決められますか？ 

○A  児童生徒や保護者の方の声を大切にします。

デザインの案ができたところで、児童生徒や

保護者のみなさんに意見をいただき、具体的

なデザインを決定する予定です。 

 


